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　2007年に栃木県において、男性3,201人、女性2,092人の、合計5,293人 の方が、がんを原因と
して死亡された。部位別では、男性では肺がんが最も多く、胃、大腸、肝臓、膵臓と続く。女
性では、胃、大腸、肺、膵臓、乳房と続く。（図９）

死亡の概要

　男女ともに栃木県で2007年にがんで死亡された方の3/4以上が65歳以上の方であった。ほとん
どあらゆる部位のがんは、年齢が高くなるほどかかりやすくなるため、がんによる死亡者も高
齢者が多い。乳房と子宮は年齢が比較的低い時期から死亡率が上昇する。（図10）（図11）

年齢別に見たがんの死亡

図9　部位内訳（％）　（表9から作成）
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女性（件）

14歳以下 1
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図10　年齢別内訳（％）　（表10から作成）

図11　部位別年齢階級別死亡率：人口10万対　（表11から作成）
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　男女とも胃がんでは死亡率が全国より高い。（図12）

栃木県のがんの死亡の特徴

図12　部位別がん死亡率：人口10万対　（表9から作成）
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国の値はがんの統計2009年版、2007年の死亡統計より引用。
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